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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

環境問題は、一人ひとりが使い捨ての生活習慣を変
えていかなければ解決できません。レジ袋を受け取
らないことは、私たちができる環境に配慮した行動
です。区もレジ袋の削減に全力で取り組みます。
区民の皆さんには買い物袋の持参を、事業者の方々
には「レジ袋は必要ですか」の一声運動を、お願い
します。　　　　――問い合わせは、経済勤労課へ。

�
杉
並
第
八
小
学
校
六
年
・
志
村
幸
世
さ
ん
の
作
品

　

現
在
、
住
基
ネ
ッ
ト
へ
の

「
本
人
確
認
情
報
非
通
知
」

の
申
出
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
申
出
は
、
住
基
ネ
ッ

ト
参
加
を
希
望
し
な
い
方
に

出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

が
、
な
ぜ
参
加
・
不
参
加
両

方
の
希
望
調
査
が
で
き
な
い

の
か
、
と
い
っ
た
質
問
を
多

く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
Ｉ
Ｔ
社
会
本
来

の
あ
り
方
と
し
て
は
、
自
由

な
選
択
を
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
住
民
基
本
台
帳
法
は

こ
う
し
た
選
択
制
を
認
め

ず
、
全
員
一
律
の
参
加
を
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
区
は
、
や
む
を
得

ず
将
来
の
全
員
参
加
を
前
提

と
し
つ
つ
、
当
面
希
望
し
な

い
方
に
つ
い
て
は
そ
の
意
思

を 
活 
か
せ
る
仕
組
み
と
し
て

い

の
段
階
的
参
加
方
式
、
い
わ

ゆ
る
横
浜
方
式
を
採
用
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

非
通
知
申
出
の
受
付

　

住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票
と

一
緒
に
お
送
り
し
た
「
本
人

確
認
情
報
非
通
知
申
出
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本

人
確
認
資
料（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
と
一
緒

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
場
所
・
時
間

・
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
、
区

民
事
務
所
・
分
室
＝
月
曜
〜

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

・
駅
前
事
務
所
＝
月
曜
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時　

分
〜
午
後
７
時
、
土

３０

曜
・
第
一
・
第
三
日
曜
＝
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
郵
送
に
よ
る
受
付

　

「
本
人
確
認
情
報
非
通
知

申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
出
者
本
人
を
確
認

で
き
る
書
類
な
ど
の
コ
ピ
ー

（
受
付
確
認
後
、
適
切
に
破

棄
）
を
同
封
し
て
、
区
民
課

住
基
ネ
ッ
ト
担
当
へ
。

　
　

月　

日
の
消
印
の
も
の

１１

２８

ま
で
有
効
と
し
ま
す
。
こ
の

期
間
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

　
 

住
基
ネ
ッ
ト
専
用
電
話

�
３
３
１
８
‐
１
６
５
１（
月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
・
祝
日
を
除
く
／　
１１

月　

日
ま
で
）

２８ 問

住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
参
加
を
希
望
し
な
い
方
へ

非
通
知
の
申
出
は　

月　

日 

ま
で
に

１１

２８

（ 金 ）
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　「すぎなみ環境目的税」の施行も視野に

　レジ袋の使用の抑制を目的として、スーパー・コンビニや
一般商店で買い物の際に受け取るレジ袋１枚につき、５円を
課税する「すぎなみ環境目的税」は、現在実施されていませ
ん。
　実施時期については、レジ袋の削減目標の達成状況と景気
の動向などに配慮して検討することになっています。
　今後、削減目標とのひらきが大きくなる場合には、「すぎな
み環境目的税」の施行を視野に入れ、具体的な準備などを進
めることが必要になります。　　　　　　　　　　   課税課問

レ
ジ
袋
の
削
減
目
標

　

区
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の

方
々
と
行
政
か
ら
な
る
「
杉
並

区
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協
議
会
」

で
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
率
を
今

年
７
月
の　

％
か
ら　

年
７
月

３３

１９

ま
で
に　

％
に
す
る
目
標
を
立

６０

て
、
区
民
・
事
業
者
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
レ
ジ
袋
の
削
減

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
運
動

 

小
売
店
･
コ
ン
ビ
ニ
店
頭
で

の
声
か
け
、ス
ー
パ
ー
で
の「
ノ

ー
レ
ジ
袋
の
日
」
運
動

 

路
線
バ
ス
車
内
放
送
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
、
街
頭
宣
伝

●●

 

の
ぼ
り
旗
・
横
断
幕
掲
出

 

阿
佐
谷
七
夕
ま
つ
り
で
の
呼

び
か
け
、
環
境
博
覧
会
出
展

 

小
･
中
学
生
を
対
象
に
し
た

レ
ジ
袋
削
減
絵
画
の
募
集
・
展

示
会
、
す
ぎ
な
み
エ
コ
シ
ー
ル

事
業
な
ど

●●●

調
査
結
果
ま
と
ま
る

　

「
マ
イ
バ
ッ
グ
等
持
参
状
況

調
査
」
は
、
区
内
に
お
け
る
買

い
物
時
の
レ
ジ
袋
の
使
用
・
不

使
用
の
状
況
を
調
べ
る
も
の
で

す
。
７
月
の
調
査
で
は
、
マ
イ

バ
ッ
グ
等
持
参
率
は
、
併
用
者

を
含
め
て
も　

・
７
％
で
、
１

２８

月
の
調
査
結
果
と
変
わ
ら
ず
、

今
年
の
削
減
目
標
で
あ
る　

％
３３

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
調
査
店
舗

　

小
売
店
二
四
〇
店
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
二
八
店
、
区

内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
七
店
（
計

二
七
五
店
舗
）

◇
調
査
方
法

 

小
売
店
＝
調
査
票
留
置
調
査

 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ス
ー
パ
ー
＝
調
査
員
に
よ
る
店

内
調
査

◇
調
査
結
果

　

マ
イ
バ
ッ
グ
等
持
参
率
は

　

・
４
％
、
持
参
し
た
マ
イ
バ

２６ ●●

ッ
グ
だ
け
で
は
足
り
ず
に
レ
ジ

袋
を
併
用
し
た
率
は
、
２
・
３

％
で
し
た
。
な
お
、
１
月
の
持

参
率
は　

・
２
％
、
併
用
率
は

２４

４
・
５
％
、
昨
年
７
月
の
持
参

率
は　

・
１
％
、
併
用
率
は
２
・

２４

１
％
で
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
の
全
文
は
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、区
政
資
料
室
、

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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すぎなみエコシール事業

�
方
南
小
学
校
四
年
・
小
口
ふ
み
か
さ
ん

の
作
品

削減目標３３％に達せず

��������������
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　すぎなみエコシール加盟店でレジ袋を辞退す
ると、エコシールがもらえます。これを２５枚集め
ると加盟店で１００円相当の買い物ができます。
・エコシール加盟店数＝８６２店
・買い物に使われたエコシール＝のべ１２万５２７５枚
（１５年１０月末現在）
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平成１５（２００３）年１１月２１日（金曜日）

区区区区区区区区区区区区区区民民民民民民民民民民民民民民意意意意意意意意意意意意意意向向向向向向向向向向向向向向調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査ががががががががががががががままままままままままままままととととととととととととととままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた区民意向調査がまとまりました

��������	
����������	
������������
区民の皆さんのご意見・ご要望を区の施策に反映するために、毎年「区民意向調査」を行っています。今年の調査項目は、「定住性と生活
環境」、「健康と医療、社会参加活動状況」、「地域における学習活動」、「地域防災」、「杉並区生活安全及び環境美化に関する条例」、「商店
街」、「行財政改革」、「区政への要望」の８項目です。この中から主な調査結果をお知らせします。　　　――問い合わせは、区政相談課へ。

　「身近な犯罪に対する不安感」（図５）や
「空き巣・どろぼう対策の実施状況」な
ども調査しています。

　

「
行
財
政
改
革
の
進
め
方
で

重
視
す
べ
き
こ
と
」（
図
６
）

な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
後
区
が
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
施
策
」
に
つ
い
て
の
回

答
は
、「
高
齢
者
福
祉
施
策
」
が
ト
ッ
プ
で
し
た
。（
図
１
）

　

こ
の
ほ
か
、
区
が
力
を
入
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
施
策
な

ど
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

〈図５　身近な犯罪に対する不安感〉

〈図２　これからも杉並区に住み続けるか〉

　「これからも区内に住み続けるか」については、
図２のとおりになりました。

定住性と生活環境

地 域 防 災 「杉並区生活安全及び
環境美化に関する条例」

区
政
へ
の
要
望

行
財
政
改
革

調査方法・結果報告書

　区内在住で、２０歳以上の男女１４００人を無作為に選び、７月上旬～
中旬に調査を行いました。回収率は、８０．３％でした。
　なお、調査結果の報告書は、区政資料室（区役所西棟２階）、図書
館、地域区民センターでご覧になれます（区政資料室では１０００円で
販売しています）。また、結果の主な内容をまとめた要約版を、区政
資料室で配布しています（区ホームページでもご覧になれます）。

〈図１　今後区が特に力を入れるべき施策・複数回答〉
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〈図６　行財政改革の進め方で重視すべきこと〉

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％

区民の意見が反映できる機会を確保する

行財政の状況のわかりやすい情報公開に努める

各分野の専門家に意見を求める

わからない

無　回　答

４２.５

３７.７

９.４

８.６

１.７ 件数＝１１２４

　「地域で開催される講習会などへの参加意向」（図３）や
講習会などへの要望などについても調査しています。

地域における学習活動

〈図３　地域で開催される講習会などへの参加意向〉
１０％ ２０％ ３０％ ４０％０％

３６.７

３４.８

２１.１

０.９

６.５参加したい

条件が整えば参加したい

興味はあるが、参加するか
どうかはわからない

参加するつもりはない

無回答

�
�
�
「参加したい派」

件数＝１１２４

　「震災対策に関する周知度」（図４）や「防
災訓練の参加状況」なども調査しています。

〈図４　震災対策に関する周知度〉

①広域避難場所

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

②震災救援所

③街頭消火器

④震災時井戸協力の家

⑤防災会（防災市民組織）

８１.１

７５.５

４４.６

２９.４

２９.４ ６９.９

１８.２

５４.９

７０.０

２３.６

０.６

０.５

０.９

０.６

０.７

件数＝１１２４

和
田
中
学
校
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和
田
中
学
校
で

は
、
校
内
の
環
境
強

化
の
一
環
と
し
て
、

「
ど
の
教
室
か
ら

で
も
緑
が
見
え
る

環
境
」
を
目
指
し

て
、
敷
地
内
の
緑
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

月　

日
�
、
中
庭
に
、

１１

１２

ク
ロ
ー
バ
ー
や
タ
ン
ポ
ポ
、

ジ
ュ
ー
ン
グ
ラ
ス
な
ど
の
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
大
事
に
し

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
自

由
参
加
と
し
ま
し
た
が
、
７

時　

分
と
い
う
始
業
前
の
早

５０
い
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
約

三
〇
名
の
生
徒
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
草
の
種
類
や
種
の

ま
き
方
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
中
庭
を
五
区

画
に
区
切
り
、
生
徒
た
ち
は

五
つ
の
班
に
分
か
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

手
渡
さ
れ
た
種
を
各
区
画
に

均
等
に
広
が
る
よ
う
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
種
を
ま
き
ま

す
。
笑
顔
で
和
気
あ
い
あ
い

と
種
を
ま
い
て
い
る
生
徒
た

ち
も
い
れ
ば
、
集
中
し
て
て

い
ね
い
に
種
を
ま
い
て
い
る

生
徒
も
い
ま
す
。土
の
上
に
、

様
々
な
種
類
の
種
で
絵
が
描

か
れ
た
よ
う
に
な
り
、
と
て

も
き
れ
い
で
す
。

　
　

月
４
日
に
芝
の
種
を
三

１１
種
類
ま
い
た
、
南
庭
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
に
は
、
す
で

に
芽
が
出
て
い
て
、
う
っ
す

ら
と
緑
色
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
見
た
生
徒
た
ち

か
ら
は
歓
声
が
わ
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ト
の
芝

が
痛
ん
だ
と
き
の
張
り
替
え

用
に
、
八
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
も
芝
の
種
を
ま
き
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
生
徒
に
感
想
を

聞
く
と
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
て
楽
し
か

っ
た
」、「
朝
が
早
く

て
眠
か
っ
た
け
れ

ど
が
ん
ば
れ
た
」、

「
早
く
結
果
を
見

て
、
自
分
た
ち
が
ま

い
た
こ
と
を
自
慢

し
た
い
」
と
笑
顔
で

答
え
て
い
ま
し
た
。 ▲慣れない手つきで

�
早
く
芽
が
出
な
い
か
な

（％）
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能
力
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

▼
危
機
管
理
対
策
の
充
実

　

安
全
教
育
の
推
進
に
加
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
応
じ
た
安

全
対
策
、
危
機
管
理
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
他
、
体
力
向
上
の
取
り

組
み
、
小
・
中
一
貫
教
育
の
試

行
、
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

☆

　

「
教
育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（　

〜　

年
度
）
素
案
」

１６

１８

の
全
文
は
、
区
政
資
料
室
、
区

民
事
務
所
、
図
書
館
な
ど
の
ほ

か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、　

月　

日
ま
で
に
教
育
委

１２

１２

員
会
事
務
局
庶
務
課
�
５
３
０

７
‐
０
６
９
２
へ
。

一
一
〇
事
業
に
な
り
ま
す
。
主

な
新
規
事
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
学
力
向
上
の
た
め
の
調
査
、

研
究

　

単
な
る
知
識
量
だ
け
で
は
な

く
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力

を
学
力
と
と
ら
え
、
そ
の
向
上

の
た
め
の
調
査
、
指
導
方
法
な

ど
の
研
究
、
教
員
の
資
質
向
上

を
行
い
ま
す
。

▼
学
期
な
ど
の
弾
力
化

　

各
学
校
の
方
針
に
基
づ
い

て
、
学
期
や
夏
季
休
業
日
を
定

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
特
色
あ

る
学
校
の
推
進
、
学
校
の
経
営

◇
見
直
し
の
考
え
方

　

今
回
は
、
計
画
の
根
幹
に
関

わ
る
抜
本
的
な
見
直
し
は
行
い

ま
せ
ん
。
現
行
事
業
に
つ
い
て

は
施
策
の
妥
当
性
の
検
証
を
行

う
と
と
も
に
、
こ
の
計
画
策
定

後
に
生
じ
た
新
た
な
事
業
、
取

り
組
み
を
可
能
な
限
り
盛
り
込

む
方
針
で
、
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。

◇
新
計
画
の
期
間

　
　

年
度
〜　

年
度（
三
年
間
）

１６

１８

◇
計
画
事
業

　

新
規
事
業
一
一
事
業
、
拡
充

事
業
九
事
業
、
統
合
事
業
四
事

業
な
ど
、
現
行
一
〇
三
事
業
が

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
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こ
の
計
画
は
、
教
育
委
員
会
の
施
策
を
体
系
化
し
、　

年
１４

度
〜　

年
度
に
実
行
す
べ
き
目
標
を
定
め
た
計
画
と
し

１６

て
、　

年
２
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。　

年
度
は
、
三
カ

１４

１５

年
計
画
の
中
間
年
に
あ
た
り
、
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
    

教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課

問

図書館の年末開館

　区内の図書館は、今年から、１２月３０日まで開館します。年末
年始の開館時間・休館日は、下表のとおりです。

 中央図書館�３３９１‐５７５４問

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
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�
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

区
財
政
の
現
状
は

�
普
通
会
計
の
財
政
指
標
に
よ

る
分
析
で
は
、
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
示
す「
経
常
収
支
比
率
」

は
、　

・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

８５

こ
れ
は
、　

年
度
と
同
じ
水
準

１２

で
す
。

�
資
産
と
負
債
の
ス
ト
ッ
ク
の

状
態
を
見
る
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
で
は
、
返
済
を
要
し
な
い

正
味
資
産
は
七
三
億
円
増
え
て

四
六
六
三
億
円
と
な
り
ま
し

た
。（
表
１
）

�
一
年
間
の
資
金
の
流
れ
を
見

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書

で
は
、　

年
度
末
の
現
金
お
よ

１４

び
現
金
同
等
物
残
高
は
、
前
年

度
か
ら
一
二
億
円
減
っ
て
五
八

億
円
と
な
り
ま
し
た
。（
表
２
）

�
一
年
間
の
行
政
コ
ス
ト
と
コ

ス
ト
の
回
収
の
状
況
を
見
る
連

結
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で
は
、

行
政
コ
ス
ト
総
額
一
九
九
四
億

円
に
対
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
受
益
者
負
担
分

四
七
億
円
を
含
め
二
〇
六
八
億

円
の
収
入
が
あ
り
、余
剰
金
は
、

七
三
億
円
と
な
り
ま
し
た
。（
表

３
）

※
「
連
結
」
の
財
務
諸
表
は
、

普
通
会
計
と
四
つ
の
特
別
会

計
お
よ
び
区
が
設
立
・
出
資

し
て
い
る
財
団
法
人
な
ど
五

つ
の
会
計
を
「
連
結
」
し
た

も
の
で
す
。

事
業
別
コ
ス
ト
計
算
書

　

事
業
別
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

は
対
象
事
業
を
昨
年
度
と
同
じ

六
事
業
と
し
て
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
四
事
業
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
区
民
セ
ン
タ
ー
等
維
持
管
理

事
業

　

全
体
の
行
政
コ
ス
ト
は
、
約

一
一
億
九
〇
〇
〇
万
円
で
、
昨

年
度
よ
り
約
八
七
〇
〇
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
の
利
用
者
約
一

六
八
万
人
の
一
人
あ
た
り
の
差

引
行
政
コ
ス
ト
は
、
約
六
四
〇

円
で
し
た
。

◇
有
料
制
自
転
車
駐
車
場
運
営

事
業

　

全
体
の
行
政
コ
ス
ト
は
、
五

億
一
九
五
万
円
で
、
昨
年
度
よ

り
二
八
〇
〇
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
全
体
の
自
転
車
収
納

台
数
約
二
万
九
〇
〇
台
の
一
台

あ
た
り
の
差
引
行
政
コ
ス
ト

は
、
約
四
四
八
〇
円
で
し
た
。

〈表３　連結行政コスト計算書〉
１４年４月１日～１５年３月３１日（単位：百万円）

構成比コスト回収
（収入）コスト項　　　目

４７．９％
２０．５％
１１．０％
８．９％
３．４％
３．２％
２．５％
０．５％
１．４％
０．５％
０．３％

９５，４４９
４０，８８６
２１，８７７
１７，７８１
６，７８４
６，３２３
４，９６１
９８９

２，７５１
９６９
６６８

保険給付金等
人件費
物件費
扶助費
補助費等
普通建設事業
減価償却費
退職給与引当金繰入
公債費(利子）
維持補修費
歳入不納欠損（引当金繰入）

１００％１９９，４３８行政コスト計
２．３％４，６６０手数料・使用料等
２２．９％４５，６５４国庫支出金及び都負担金
５７．５％１１４，５９８税収・交付金
２１．０％４１，８６８その他収益
１０３．７％２０６，７８０収入計

 
７，３４２当期剰余金

４５８，９４６前期正味資産
４６６，２８８当期正味資産

※収入の構成比は、行政コスト計に対する構成比。

〈表１　連結バランスシート〉
１５年３月３１日現在（単位：百万円）

貸　　　方借　　　方
負債の部資産の部

８，９４４流 動 負 債２３，２２５流 動 資 産

８，３６１１年以内償還
予定地方債５，８２２現金及び預

金

５８３そ の 他１１，５６４財政調整基
金

１１６，１７９固 定 負 債５，８３９そ の 他

７２，６８０地 方 債５３８，７０３有形固定資産

３９，８７５退職給与
引当金３８４，２５５土　　地

３，６２４そ の 他１０３，９００建　　物
１２５，１２３負 債 合 計４７，３５３道路・橋梁

４６６，２８９正 味 資 産

３，１９５そ の 他
３無形固定資産

２９，４８１投資その他の
資産

５９１，４１２負債・正味資
産合計５９１，４１２資産合計

����������������������������

������������������
区民の皆さんに区財政の現状や課題をお知らせし、区財政の健全化に向けてともに考えていただ
くため、財政白書「ざいせい２００３」を作成しました。　　　　　　――問い合わせは、財政課へ。

冊子「ざいせい２００３」
をご覧ください

　区政資料室（区役所西棟２階）や図書館、
区民事務所・分室、駅前事務所、区ホーム
ページでご覧になれます。
　また、区政資料室では、１冊１００円で販売
しています。

〈表２　連結キャッシュフロー計算書〉
１４年４月１日～１５年３月３１日（単位：百万円）

�　行政活動によるキャッシュフロー

２０８，３０５
（税収､保険料、使用料・手数料、交付
金、国庫・都支出金）

収入

１８７，９７１
（人件費、物件費、扶助費、医療費、拠
出金、維持補修費、補助費など）

支出

２０，３３４行政活動によるキャッシュフロー
�　投資活動によるキャッシュフロー

１，１８２
（投資にかかる国庫･都支出金、貸
付金回収）

収入

１４，６８５
（有形固定資産取得費、貸付金、基
金積立、他会計繰出金）

支出

△１３，５０３投資活動によるキャッシュフロー
�　財務活動によるキャッシュフロー

２，８６２（地方債発行）収入
１０，８９４（地方債償還・利子支払）支出
 △８，０３２財務活動によるキャッシュフロー

△１，２０１
７，０２３
５，８２２

�　現金及び現金同等物の増加
�　現金及び現金同等物の繰越残高
�　現金及び現金同等物の年度末残高

� �������������� ���

◇
ご
み
処
理
事
業

　

全
体
の
行
政
コ
ス
ト
は
、
約

八
二
億
八
九
〇
〇
万
円
で
、
昨

年
度
よ
り
一
億
二
五
〇
〇
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
世
帯
あ
た
り
の
差

引
行
政
コ
ス
ト
は
、
約
二
万
七

五
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
図
書
館
運
営
管
理
及
び
維
持

管
理
事
業

　

全
体
の
行
政
コ
ス
ト
は
、
約

二
三
億
三
五
〇
〇
万
円
で
し

た
。
そ
の
う
ち
、
窓
口
運
営
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
行
政
コ

ス
ト
は
、
約
一
六
億
九
〇
〇
〇

万
円
で
し
た
。
全
体
で
は
、
昨

年
度
よ
り
三
〇
〇
〇
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
の
利
用
者
数
二
六
二
万

人
の
一
人
あ
た
り
の
差
引
行
政

コ
ス
ト
は
、
約
八
九
〇
円
で
し

た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析

　

民
間
的
経
営
感
覚
を
取
り
入

れ
た
コ
ス
ト
計
算
の
手
法
と
し

て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
活
動
基
準
原
価

計
算
）
を
、
試
行
的
に
三
事
業

（
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
等
集
会

室
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
事
業
、

放
置
自
転
車
対
策
事
業
）
で
行

い
ま
し
た
。
新
た
な
手
法
の
導

入
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
化
を

推
進
し
ま
す
。

「
杉
並
区
教
育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」の
見
直
し

〈図書館カレンダー〉
土金木水火月日

１２月

６５４３２★１

１３１２１１１０９★８☆７

２０１９★１８１７１６★１５☆１４

２７２６２５２４☆２３★２２☆２１

★３１☆３０☆２９☆２８

★３★２★１

１月

１０９８７６★５★４

１７１６★１５１４★１３☆１２☆１１

２４２３２２２１２０★１９☆１８

３１３０２９２８２７★２６☆２５

※★＝休館日。開館時間は、☆＝午前９時～午後５
時、その他（平日）＝午前９時～午後８時。

【
開
館
時
間
】

・　

月　

日
＝
午
前
９
時
〜

１２

２８

午
後
８
時
（
こ
の
日
が
日
曜

日
に
あ
た
る
場
合
は
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

・　

月　

日
・　

日
＝
午
前

１２

２９

３０

９
時
〜
午
後
５
時

※
中
央
図
書
館
は
、　

月
２

１２

日
�
〜　

日
�
に
蔵
書
点

１０

検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
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報」のお申し込みは広報課へ。

成
人
祝
賀
の
つ
ど
い

　
　

歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の
門

２０
出
を
お
祝
い
し
て
、「
成
人
祝
賀

の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。　

　

な
お
、
会
場
は
杉
並
公
会
堂

が
改
築
に
よ
り
使
用
で
き
な
い

た
め
、東
京
厚
生
年
金
会
館
で
す
。

　
 
　

年
１
月　

日
�
午
後
１

１６

１２

時　

分
〜
２
時　

分
（
０
時　

３０

４５

３０

分
開
場
） 

東
京
厚
生
年
金
会

館（
新
宿
区
新
宿
５
―
３
―
１
）

 

式
典
、
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン 

区
内
在
住
で
昭
和　

年
４

５８

月
２
日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま

５９

れ
の
方 

当
日
、直
接
会
場
へ
。

対
象
者
に
は
、　

月
下
旬
に
案

１１

内
状
を
発
送
し
ま
す
。　

月
中

１１

に
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は

児
童
課
青
少
年
係
へ 

同
係

�
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し 

ア
フ
リ
カ
ン
・
ナ
イ
ト

ラ
イ
ヴ　

２
vol.

　

西
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
楽
器
ジ

ン
ベ
、
コ
ラ
、
バ
ラ
フ
ォ
ン
と

ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
７
時　

１２

１６

３０

分
開
演 

西
荻
ウ
エ
ン
ズ
ス
タ

ジ
オ
（
西
荻
北
２
―
５
―　

）
１１

時

場

内
対

申

問

時

場

 

出
演
＝
ア
マ
ラ
・
カ
マ
ラ（
ダ

ン
ス
）、
エ
ピ
ゾ
・
バ
ン
グ
ー
ラ

（
ジ
ン
ベ
）ほ
か 

一
般
三
〇
〇

〇
円
、
区
民
二
八
〇
〇
円
（
子

ど
も
割
引
あ
り
） 

・ 

電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス（
記
入
例
参
照
）

で
、ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
ー
ト
・
エ

ク
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
�
・
�
０

４
２
４
‐
７
０
‐
８
２
６
５
へ

�
天
文
の
夕
べ
・
観
望
会 

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河

　

私
た
ち
の
住
む
銀
河
系
の
隣

の
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
に
は
、

太
陽
の
三
〇
〇
〇
万
倍
と
い
う

巨
大
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
科

学
館
の
望
遠
鏡
で
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月
６
日
�
午
後
６
時　

１２

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

 

科
学
館（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

小
学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

一

四
〇
名（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
館
�

３
３
９
６
‐
４
３
９
１ 

雨
天

･
曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
天
文
の
話
を
し
ま
す

�
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル 

作
品
展
示
会

　

杉
並
区
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
・
区
選
挙
管
理
委
員
会
は

「
明
る
い
選
挙
」を
め
ざ
し
て
、

内

費
申

問

時
場対

定

費

申

問

他

区
内
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対

象
に
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
六
四
点
の
入
賞
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　
 

・ 

�　

月　

日
�
〜　

１１

２８

１２

月
３
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
（　

日
は
午
後
１
時
〜
、
３

２８

日
は
午
後
２
時
ま
で
）
＝
高
井

戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
５
）
�　

月　
１２

１５

日
�
〜　

日
�
午
前
８
時　

分

１９

３０

〜
午
後
５
時
（　

日
は
午
後
３

１５

時
〜
、　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

１９

＝
区
役
所
中
棟
一
階
ロ
ビ
ー 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

映
画
「
無
法
松
の
一
生
」

と
区
民
参
加
に
よ
る
完

全
復
元
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
杉
並
公
演
パ
ー
ト
２

　

映
画
上
映
と
カ
ッ
ト
シ
ー
ン

を
、
区
民
参
加
で
、
朗
読
、
歌
、

劇
に
よ
り
復
元
し
ま
す
。（
区
共

催
）

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１２

１３

演
（
１
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

映
画
「
無
法
松
の
一
生
」
上

映
、
講
演
（
映
画
評
論
家
・
白

井
佳
夫
）、シ
ナ
リ
オ
の
朗
読
な

ど 

五
六
八
名 

二
〇
〇
〇
円

 

・ 

電
話
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
実
行
委
員
会
�
０
９
０
‐

３
８
１
１
‐
３
７
６
８
へ

時

場

申

問

時

場

内
定

費

申

問

◇
区
民
五
〇
名
を
無
料
招
待

　

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）

で
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

３０

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６６

０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

へ
（
抽
選
） 

同
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
７
‐
６
６
２
１

チ
ャ
リ
テ
ィ
演
芸
の
集

い
―
善
意
の
心
、
人
の
輪
を

大
切
に　

　
 
　

月
６
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

（
区
後
援
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

カ
ラ

２２

３２

オ
ケ
、
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

民
謡
ほ
か 

五
六
八
名 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

す
ぎ

な
み
「
青
い
鳥
」
事
務
局
・
中

村
�
３
３
０
２
‐
７
０
２
３ 

当
日
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、

区
へ
贈
ら
れ
ま
す

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 
　

月
４
日
�
午
前　

時

１２

１０

（
集
合
）
〜
正
午 

集
合
場
所

＝
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
北
口
広
場 

コ

ー
ス
＝
三
鷹
駅
↓
玉
川
上
水
の

側
道
を
通
り
桜
橋
↓
境
橋
か
ら

五
日
市
街
道
に
沿
っ
て
小
金
井

公
園 

無
料 

当
日
、
直
接
集

合
場
所
へ 

上
井
草
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２

 

飲
み
物
持
参
。
運
動
靴
で
お

越
し
く
だ
さ
い

 
�
区
民
企
画
講
座 

男
の
た
め
の
ケ
ー
キ
作

り
―
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

 
俺 
に
ま
か
せ
ろ

お
れ

　

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
す
ぐ

に
役
立
つ
ケ
ー
キ
と
簡
単
な
オ

ー
ド
ブ
ル
を
作
り
、
効
果
的
な

問

時

場

内

定

費

申

問

他

時

場

内

費

申
問

他

演
出
を
考
え
ま
す
。
ペ
ア
で
の

参
加
大
歓
迎
、
男
女
一
人
で
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
３
時
〜

１２

１３

８
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

ケ
ー
キ
・
オ

２２

３２

ー
ド
ブ
ル
作
り
の
実
習
、
テ
ー

ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
試
食
と

懇
談 

ミ
ニ
菓
子
工
房
い
・
Ｔ

ｗ
ｏ
・
み
・
高
田
い
つ
み 

二

〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円

 

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、　

月
１
日

１２

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１

１６６

１
梅
里
１
―　

―　

�
３
３
１

２２

３２

７
‐
６
６
２
０
）
へ 

同
セ
ン

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

�
郷
土
史
講
座 

古
文
書
入
門

　
 
　

月
７
日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

２３

 

杉
並
郷
土
史
会
副
会
長
・
井

口
昭
英 

七
〇
名 

五
〇
〇
円

（
会
員
三
〇
〇
円
） 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
並
郷
土
史

会
・
原
田
弘
�
３
３
１
２
‐
６

６
２
３

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

セ
ミ
ナ
ー

　
 
　

月
６
日
�
午
後
１
時
〜

１２

４
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉
並

３０

（
梅
里
１
―　

―　

） 

�
大

２２

３２

規
模
修
繕
工
事
�
マ
ン
シ
ョ
ン

建
替
え
・
改
修
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
�
マ
ン
シ
ョ
ン
関
連
の
金

融
公
庫
融
資 

区
内
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者 

七
〇
名 

無

料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
マ
ン
シ
ョ
ン
名
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

２８

に
住
宅
課
へ
（
先
着
順
） 

住

宅
課 時

場

内

師

定

費

申

問

時

場

師

定

費
申

問

時

場

内

対
定

費

申

問

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈障害者週間事業〉
�杉並区役所（阿佐谷南１‐１５‐１）

内　　　　　容会　場日　　　時
【障害者団体・施設紹介コーナー】障害者
団体・施設の活動内容をパネル展示とビデ
オ放映で紹介

１階ロビー・
喫茶てんと
う虫

午前９時～午後
５時（５日は３
時まで）

１２月１日�
～５日�

【福祉車両展示】主要企業５社による展示
＝１日（ダイハツ、トヨタ）、２日＝（ト
ヨタ、日産）、３日（トヨタ、日産、マツ
ダ）、４日（日産、ホンダ、マツダ）、５日
（ダイハツ、ホンダ、マツダ）

青梅街道側
広　　　場

午前９時～
午後４時

�セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）
内　　　　　容会　場日　　　時

【ふれあい美術展】障害者の皆さんの絵･
写真･手工芸品・書道などの作品展示（区
立小･中学校の心身障害学級の児童･生徒
の作品も展示）

展 示 室
１２月５日�～７日�
午前１０時～午後３時
（５日は４時まで）

障害者自立生活者および自立支援功労者
の表彰

ホ ー ル

午前１１時～
１１時４５分

うぇるフェスタ
２００３
１２月７日�

森山良子チャリティーコンサート
　 １０００円（全席指定） １１月２１日�午
前９時から直接、社会福祉協議会地域福祉
推進係（阿佐谷南１‐１６‐７、３階窓口）へ
（１人２枚まで） 同係�５３０６‐１００８

費 申

問

午後１時３０分～
３時

みんなで歌おう午後３時１５分～
４時

模擬店・バザー、アトラクション（スリラ
ンカ舞踊、手話ダンス、手品など）中央広場

午前１０時３０分～
午後３時

相談、手作り品販売、パネル展示展 示 室
パネル展示第５集会室
手話教室、寄席（講談、アコーディオン演
奏）、芝居、日本舞踊第１・２和室

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　�性別

�電話番号

（原則１人１枚）

�

�

�

　

区
で
は
、
皆
さ
ん
に
障
害

者
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
障
害
者

福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
障

害
者
週
間
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

７
日
�
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
共
催
で
「
う
ぇ
る
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
３
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お

り 

当
日
、直
接
会
場
へ（
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

除
く
） 

障
害
者
施
策
課

�
こ
す
も
す
生
活
園 

施
設
公
開

　

こ
す
も
す
生
活
園
で
は
、

時

場

内

申

問

主
に
身
体
に
障
害
を
持
っ
た

方
が
自
立
や
社
会
参
加
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
る
た
め
に
施
設

公
開
を
行
い
ま
す
。

　

一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
創
作
活
動
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
 
　

月
１
日
�
〜
５
日
�

１２

午
前　

時
〜　

時　

分
、
午

１０

１１

３０

後
１
時　

分
〜
２
時　

分 

３０

３０

こ
す
も
す
生
活
園
（
堀
ノ
内

１
―　

―
９
） 

展
示
見
学
、

２７

活
動
へ
の
参
加 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

同
園
�
３
３
１

７
‐
９
３
１
２

時

場

内
申

問

障害者への
理解を深めよう

障害者週間事業
 １２月１日�～７日�

▲アマラ・カマラ

▲済美養護学校中学３年・坂野光範さん
（うぇるフェスタ２００３ポスター背景画）



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

NO.1659●５ 平成１５（２００３）年１１月２１日（金曜日）

◆リサイクルひろば高井戸・１２月の講習会◆
備　考応募方法参加費定員日　　　　時講習会名

―電話で
先着順

１００円各日
３名

１１月３０日�、１２月８日�
午後１時３０分～２時３０分

生ごみたい肥相談コー
ナー

６００円各日
１０名

１日�・１５日�
午後１時３０分～３時３０分リフォーム相談

１００円１０名６日�
午後１時３０分～３時３０分

牛乳パックからティッ
シュボックスづくり体
験コーナー

―当日、直
接会場へ１００円―５日�

午前１０時３０分～正午
廃油からの石けん作り
体験コーナー

―電話で
先着順

２００円１０名７日�
午後１時３０分～３時３０分

あなたの年賀状を手作
りで（手すきハガキ）

１点に
つき
１００円

１０名２１日�午後１時～４時
（受け付けは３時まで）

おもちゃのクリニック
（おもちゃの修理）

１２月１日
必　　着

往　復
ハガキ
（抽選）

２回で
１０００円１０名１３日�・１４日�

午後１時３０分～３時３０分
古布からのぞうりづく
り（計２回）

３００円各回
１０名

１３日�　�午後１時～
�午後２時３０分～包丁とぎを習おう

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐４
�３３３１‐４３６０）へ（水・木曜休館）。４面ハガキ記入例参照。

〜
Ｄ
Ｕ
Ｏ
リ
ー
グ
か
ら
東
京
都

ユ
ー
ス
リ
ー
グ
へ
（
筑
波
大
学

付
属
高
等
学
校
教
諭
・
中
塚
義

実
）
�
情
報
交
換 

・ 

電
話

で
、
�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
�
３
３
１
２
‐
２
１
１
１

（
区
代
表
）
へ
（
当
日
参
加
も

可
） 

�
皆
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
を

Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す
。
チ
ラ
シ
、
活
動
案
内
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
�
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

楽
ら
く
健
康
タ
イ
ム

（　

月
・
１
月
）

１２

　
 

・ 
　

月
〜　

年
１
月
の

１２

１６

第
一
・
第
三
水
曜
日
、
午
前
９

時　

分
〜　

時
（
太
極
拳
）、　

３０

１１

１１

時　

分
〜
午
後
０
時　

分
（
ダ

１５

４５

ン
ベ
ル
体
操
） 

上
井
草
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
小
体
育
室
（
上

井
草
３
―　

―
１
） 

お
お
む

３４

申

問

他
時

内

場

対

ね　

歳
程
度
の
体
力
年
齢
の
方

６５
（
医
師
な
ど
か
ら
運
動
を
止
め

ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
） 

二
〇
〇
円 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

同
財
団
�
３
３

１
２
‐
２
１
１
１（
区
代
表
）、上

井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
０
‐
５
７
０
７ 

�
室
内

履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
�
託

児
は
あ
り
ま
せ
ん

費

申

問

他

体 育 施 設 の 休 場

　 休場期間＝１２月１日�～１６年１月９
日� 杉並第十小学校温水プール（和田
３‐５５‐４９） 休場理由＝プール槽、プール
サイド塗装のため

時

場

内

　 同プール�３３１８‐８７６３または�杉並
区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）
問

�
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ 

共
生
社
会
を
築
く
た
め

の
入
門
講
座
―
生
涯
学
習

時
代
の
地
域
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
　

共
生
・
協
働
の
視
点
か
ら
、

生
涯
学
習
施
設
・
情
報
拠
点
と

し
て
の
公
共
図
書
館
に
つ
い

て
、
そ
の
役
割
と
機
能
を
探
っ

て
い
き
ま
す
。
多
様
な
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方 

四
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇

〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面

記
入
例
参
照
）
で
、　

月
１
日

１２

（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

）
へ 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

 

�
１
歳
か
ら
の
託
児
と
要
約

筆
記
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込

時

場

内

対
定

費

申

問

他

時
ま
た
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
�　

月
６
日
の
み
の
参
加

１２

は
無
料
で
す
。
当
日
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
と
わ
た
し

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１３

４
時
（
区
共
催
） 

産
業
商
工

会
館（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

 

�
日
本
水
泳
連
盟
会
長
・
林

利
博 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
・
区
内
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

在
籍
の
方 

一
二
〇
名（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面

記
入
例
参
照
）
で
、　

月　

日

１１

２９

（
必
着
）ま
で
に
区
水
泳
連
盟
・

中
島
陽
子
（
〒　

‐
０
０
５
３

１６７

西
荻
南
１
―　

―　

）
へ 

同

１８

１８

連
盟
・
中
島
陽
子
�
３
３
３
３
‐

３
７
５
４ 

手
話
通
訳
の
必
要

時

場

師

対

定

費

申

問

他

な
方
は
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
て
く

だ
さ
い

�
家
庭
学
級 

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
―
親
子
の 
絆 
を
考
え
る

き
ず
な

　

直
木
賞
作
家
で
最
近
は
読
み

聞
か
せ
の
会
も
広
く
行
っ
て
い

る
志
茂
田
景
樹
さ
ん
が
、
読
み

聞
か
せ
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
、
実
際
に
子
ど

も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
す
。（
区
共
催
）

　
 
　

月
６
日
�
午
後
３
時
〜

１２

５
時
（
２
時　

分
開
場
） 

高

３０

井
戸
第
四
小
学
校 

一
〇
〇
名

 

無
料 

ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入

例
参
照
）
で
、　

月
３
日
（
必

１２

着
）
ま
で
に
高
井
戸
第
四
小
学

校
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
実
行
委
員

会
（
〒　

‐
０
０
５
３
西
荻
南

１６７

１
―
８
―　

）
へ 

櫻
井
�
３

１６

３
３
４
‐
１
０
３
２
、
澁
谷
�

３
３
３
２
‐
４
３
０
５

時

場

定

費

申

問

�
家
庭
教
育
講
演
会 

が
ま
ん
の
心
育
っ
て
ま

す
か
？
―
愛
は
お
し
み
な

く
、
物
は
程
ほ
ど
に

　
 
　

月
９
日
�
午
前
９
時　

１２

５０

分
〜　

時　

分
（
９
時　

分
開

１１

３０

３０

場
・
区
後
援
） 

セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

丸

２２

３２

山
貴
代 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

杉
並
明
る
い
社
会
づ

く
り
の
会
・
多
田
�
３
３
８
２
‐

２
２
８
５ 

車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

�
母
親
講
座 

子
ど
も
が
一
番
幸
せ
な

と
き
―
親
の
見
方
、
子
ど
も

の
気
持
ち

　
 
　

月
９
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

　

時　

分
（
区
後
援
） 

浜
田

１１

３０

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

 

�
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興

協
会
・
小
川
健
次 

四
〇
名 

三
〇
〇
円 

・ 

電
話
で
、
�

ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協

会
・
長
久
保
�
３
３
９
８
‐
４

６
２
３
へ
（
先
着
順
） 

託
児

あ
り
（
要
予
約
）

小
児
科
医
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

　

お
医
者
さ
ん
へ
の
か
か
り
方

や
薬
の
こ
と
、
気
に
な
る
症
状

な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
 
　

月
４
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
） 

２０

宮
下
小
児
科
医
院
医
師
・
佐
々

木
礼
子 

０
歳
の
第
一
子
の
保

護
者 

四
〇
名
（
託
児
は
先
着

二
〇
名
） 

無
料 

・ 

電
話

で
、
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
（
先

着
順
）

時

場

師

費

申

問
他

時

場

師

定

費

申

問

他

時
場

師

対
定

費

申

問

 
貯  
筋 
を
し
て
熟
年
生
活

ち
ょ 
き
ん

を
い
き
い
き
と

　
 

�　

月
４
日
�
午
前　

時

１２

１０

〜
正
午
�　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１１

午
後
１
時 

�
上
井
草
保
健
セ

ン
タ
ー（
上
井
草
３
―
８
―　

）
１９

�
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―　

―
１
） 

�

３４

講
義
「
中
高
年
の
健
康
管
理
」

ほ
か
�
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
（
運

動
指
導
士
・
児
玉
美
幸
ほ
か
）

 

区
内
在
住
で
両
日
と
も
出
席

で
き
る
方 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２

１
２
へ
（
先
着
順
）

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

　
 

・ 

�　

月
２
日
�
＝
油

１２

･
脂
を
上
手
に
取
り
入
れ
る
に

は
（
講
義
と
調
理
実
演
お
よ
び

試
食
）
�
５
日
�
＝
自
分
の
食

生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う

（
講
義
）／
時
間
は
い
ず
れ
も
、

午
前　

時
〜
正
午 

上
井
草
保

１０

健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８

―　

） 

管
理
栄
養
士
・
平
野

１９
美
由
紀
ほ
か 

区
内
在
住
で
両

日
と
も
出
席
で
き
る
方 

二
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

�
家
族
介
護
教
室 

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

介
護
の
基
本

　
 

・ 

�　

月
６
日
�
＝
移

１２

動
・
車
い
す
・
移
乗
�　

日
�

１３

＝
着
替
え
・
お
む
つ
交
換
／
時

間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
２
時
〜

４
時 

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

二

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３

時

場

内

対

定

費

申

問
時

内

場

師

対

定

費

申

問

時

内
場

対

定

費

申

問

３
３
８
‐
８
６
３
０
へ 

筆
記

用
具
、
タ
オ
ル
一
枚
持
参
、
動

き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い求

職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

職
務
経
歴
書
の
作
成
や
面
接

の
受
け
方
な
ど
、
求
職
活
動
の

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
を
、

グ
ル
ー
プ
実
習
な
ど
を
通
じ
て

提
供
す
る
実
践
的
な
講
座
で

す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日
�
・　

日
�
午

１２

１６

１７

前　

時　

分
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

３０

（
計
二
日
間
） 

中
野
区
勤
労

福
祉
会
館
（
中
野
区
中
野
２
―

　

―　

） 
　

歳
以
上
で
求
職

１３

１４

４０

活
動
中
の
方 

六
〇
名（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面

記
入
例
参
照
）
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
求
職
活
動
を
始
め
て
か

ら
の
期
間
、
応
募
理
由
や
セ
ミ

ナ
ー
で
知
り
た
い
こ
と
も
書
い

て
、　

月
８
日
（
必
着
）
ま
で

１２

に
東
京
都
新
宿
労
政
事
務
所

（
〒　

‐
０
０
２
１
新
宿
区
歌

１６０

舞
伎
町
２
―　

―　

ハ
ロ
ー
ワ

４２

１０

ー
ク
新
宿
ビ
ル
六
階
�
３
２
０

４
‐
２
０
４
８
）
へ 

同
事
務

所
�
３
２
０
２
‐
６
２
１
５

 
�
地
域
ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
な

杉
並
！ 

学
習
と
交
流
の
つ
ど
い

　

チ
ー
ム
と
は
？
ク
ラ
ブ
と
は

？
そ
も
そ
も
ス
ポ
ー
ツ
と
は
？

み
ん
な
で
つ
ど
い
、
あ
な
た
の

実
践
に
生
か
せ
る
ヒ
ン
ト
を
探

し
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
６
時
〜

１２

１３

９
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

�
歯
み

１９

が
き
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

他

時

場

対
定

費

申

問

時
場

内

▲林　利博

〈共生社会を築くための入門講座ー生涯学習時代の地域図書館サービス〉
講師・助言者内　　　　容会　　場月日

浦安市立図書館長
常世田　良

公開講座・基調講演「地
域図書館の使命と役割～
地域との共生・協働を図
書館側から考える」

高円寺障害者交
流館（高円寺南
２‐２４‐１８）

１２月
６日

日本女子大学（公
教育制度論） 　

坂田　仰

話し合い「利用者として
の私たちが地域図書館に
期待すること」

１８日

日本女子大学（教
育学）

黒川　雅子

話し合い「地域図書館は
共生・協働の場になる
か」

２５日

岐阜県加茂高校教
諭　　

河内　祥子

講義と話し合い「新たな
時代の行政とＮＰＯ・ボ
ランティア�」

１６年
１月
１５日

�コミュニティリ
サーチ　
尾 　有紀子

事例をもとに話し合い
「新たな時代の行政とＮ
ＰＯ・ボランティア�」

２２日

日本女子大学（図
書館情報学）

大川　るみ

講義と話し合い「図書館
サービスの実際�」

中央図書館（荻
窪３‐４０‐２３）

２月
１２日

区立図書館職員な
ど

見学と話し合い「図書館
サービスの実際�」１９日

参加者一同
全体まとめ「共生・協働
の地域社会づくりと地域
図書館」

３月
１１日

※時間はいずれも、木曜日（１２月６日は土曜日）の午後２時～４時。
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勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
看
護
業
務
▽
勤
務
日
＝

週
二
〜
三
日
▽
勤
務
時
間
＝
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
（
実

３０

働
六
・
五
時
間
）
▽
時
給
＝
一

四
五
〇
円
▽
募
集
人
数
＝
若
干

名 

・ 

上
井
草
ふ
れ
あ
い
の

家
�
３
３
９
４
‐
９
８
３
１
へ

�
宮
前
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
入
浴
介
助
▽
勤
務

�
上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
看
護
職
員

内申

問

内

時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜
午
後

１５

０
時　

分
▽
資
格
＝
高
齢
者
の

１５

介
護
に
熱
意
の
あ
る　

歳
未
満

５０

の
方
（
ヘ
ル
パ
ー
有
資
格
者
ま

た
は
経
験
者
）
▽
時
給
＝
九
八

〇
円
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
を
、　
１２

月
１
日
ま
で
に
宮
前
ふ
れ
あ
い

の
家
（
〒　

‐
０
０
８
１
宮
前

１６８

５
―　

―　

）
へ
郵
送
ま
た
は

１７

１５

持
参 

宮
前
ふ
れ
あ
い
の
家
�

３
３
３
５
‐
８
１
６
１

�
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
介
護
業
務
▽
勤
務
日
＝ 申

問
内

週
二
〜
四
日
、
土
曜
日
勤
務
可

能
な
方
▽
勤
務
時
間
＝
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時（
実
働
七
・

４５
二
五
時
間
）
▽
時
給
＝
九
五
〇

円
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名 

・

 

永
福
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３

２
７
‐
５
８
１
１
へ

�
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
介
護
業
務
▽
勤
務
日
＝

週
二
日
程
度
▽
勤
務
時
間
＝
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

４５

１５

（
実
働
七
・
五
時
間
）
▽
時
給

＝
九
五
〇
円
▽
募
集
人
数
＝
若

干
名 

・ 

和
田
ふ
れ
あ
い
の

家
�
３
３
１
２
‐
９
５
５
６
へ

� 

浴
風
会 

契
約
職
員

　
 

職
種
＝
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
・

夜
勤
専
門
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
▽
勤

務
内
容
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
第
三
南
陽
園
利
用
者
の
介
護

申

問
内

申

問

（ 福 ）内

　

健
康
学
園
は
、
身
体
が
虚
弱

な
児
童
が
、
南
伊
豆
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
健
康
の
回
復
と
体

力
の
増
進
を
図
り
な
が
ら
学

ぶ
、
全
寮
制
の
学
園
で
す
。
磯

学
習
、
山
登
り
、
ホ
タ
ル
や
星

を
見
る
会
な
ど
、
都
会
で
は
得

ら
れ
な
い
自
然
と
の
関
わ
り
を

数
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
内
の
小
学
校
と
同

じ
内
容
の
勉
強
を
、
少
人
数
学

級
の
特
色
を
生
か
し
た
き
め
細

か
な
指
導
で
行
い
ま
す
。
自
ら

学
習
す
る
力
や
、
自
立
性
、
社

会
性
を
育
て
、
学
習
面
で
の
力

も
着
実
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
 

区
立
小
学
校
三
〜
六
年
生

（
現
二
〜
五
年
生
）
で
、
肥
満
・

ぜ
ん
息
・
偏
食
・
虚
弱
の
児
童

 

入
園
期
間
＝　

年
４
月
〜　

１６

１７

対
内

年
３
月 

月
額
約
二
万
八
〇
〇

〇
円
（
食
費
・
雑
費
） 
　

年
１６

２
月
４
日
ま
で
に
各
学
校
へ

◇
入
園
説
明
会

　
 
　

月
５
日
�
午
後
２
時
〜

１２

 

区
役
所
西
棟
六
階
第
六
会
議

室 

学
園
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
と

学
園
職
員
に
よ
る
生
活
・
学
習

の
説
明 

当
日
、
直
接
会
場
へ

◇
現
地
見
学
会

　
 
　

年
１
月　

日
�
〜　

日

１６

２４

２５

�（
一
泊
二
日
往
復
バ
ス
利
用
）

 

対
象
児
童
と
保
護
者 

五
〇

名 

八
五
〇
〇
円
程
度
（
食
費

な
ど
） 

ハ
ガ
キ
に
保
護
者
名
、

児
童
名
、
住
所
・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
学
年
、
入
園
希
望
理

由
も
書
い
て
、　

年
１
月
８
日

１６

（
必
着
）
ま
で
に
学
務
課
就
学

奨
励
係
へ 

同
係

費

申

時
場

内

申

時
対

定

費

申

問

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

業
務
全
般
▽
勤
務
形
態
＝
早

番
・
遅
番
・
日
勤
・
夜
勤
▽
資

格
な
ど
＝
ヘ
ル
パ
ー
二
級
以
上

▽
募
集
人
数
＝
一
〇
名
▽
給
与

月
額
＝
一
九
万
円
〜
二
三
万
六

五
〇
〇
円
（
交
通
費
別
途
実
費

支
給
） 

履
歴
書
と
資
格
証
明

書
を
郵
送
で
、第
三
南
陽
園（
〒

　

‐
０
０
７
１
高
井
戸
西
１
―

１６８
　

―
１
）
へ 

同
園
�
３
３
３

１２４
‐
２
１
９
３

�
ロ
ボ
ッ
ト
杉
並　
 ２１

ロ
ボ
ッ
ト
絵
画
コ
ン
テ

ス
ト

　

ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
に
、「
こ

ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
い
た
ら
い
い

な
」「
こ
ん
な
未
来
に
な
っ
た
ら

い
い
な
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、

絵
画
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

展
示
期
間
＝　

年
３
月　

１６

２０

日
�
〜　

日
� 

科
学
館 

募

３０

集
作
品
＝
ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
ー
マ

に
未
来
を
描
い
た
絵
画
。
作
品

の
大
き
さ
は
、
グ
ル
ー
プ
＝
模

造
紙
一
枚
以
内
、
個
人
＝
Ａ
３

版
一
枚 

区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生 

区
立
の
場
合
は
、

学
校
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
国
・
私
立
の
場
合
は
、

ハ
ガ
キ
に
全
員
の
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
・

作
品
名
・
作
成
者
の
ひ
と
こ
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
、　

月
１２

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
科

１２学
館
（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水

１６７
申

問

時

場

内

対

申

３
―
３
―　

）
へ 

同
館
�
３

１３

３
９
６
‐
４
３
９
１

「
神
田
川
上
流
懇
談
会
」

の
委
員

　

都
お
よ
び
流
域
の
自
治
体

（
新
宿
区
、
文
京
区
、
中
野
区
、

杉
並
区
、
豊
島
区
、
武
蔵
野
市
、

三
鷹
市
）
で
は
、
江
戸
川
橋
上

流
の
河
川
に
関
す
る
情
報
や
意

見
の
交
換
を
行
う
「
神
田
川
上

流
懇
談
会
」
を
設
け
、
広
く
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

た
め
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

募
集
資
格
＝
区
・
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
神
田

川
に
関
心
が
あ
り
、
年
二
回
程

度
開
催
す
る
懇
談
会
（
昼
間
）

に
出
席
で
き
る
方 

募
集
人
員

＝
五
区
二
市
で
一
四
名
程
度
▽

任
期
＝
二
年
間
（
報
酬
・
交
通

費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
と
四
〇
〇
〜

八
〇
〇
字
程
度
の
作
文
「
神
田

川
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
書

い
て
郵
送
で
、　

月　

日
ま
で

１２

３１

に
都
第
三
建
設
事
務
所
工
事
第

二
課
「
神
田
川
上
流
懇
談
会
」

事
務
局
（
〒　

‐
０
０
０
１
中

１６４

野
区
中
野
４
―
８
―
１
）
へ 

同
事
務
局
�
３
３
８
９
‐
０
２

５
３ 

�
選
考
委
員
会
で
選
考

の
う
え　

年
１
月
中
旬
ご
ろ
通

１６

知
し
ま
す
�
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん

区
内
の
韓
国
に
関
す
る

情
報

　

友
好
都
市 
瑞
草 
区
（
大
韓
民

ソ
ッ
チ
ョ

国
）
と
の
交
流
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
冊
子
「
杉
並
区
に
あ
る

韓
国
（
仮
称
）」
を　

年
度
に
作

１６

成
す
る
予
定
で
す
。

　

あ
な
た
が
知
っ
て
い
る
区
内

の
韓
国
ゆ
か
り
の
場
所
・
も
の
・

問

対

内

申問

他

人
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
（
書
式
は
問
い
ま
せ

ん
）。

　
 

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
書
い
て
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
、

　

月　

日
ま
で
に
文
化
・
交
流

１２

２６

課
�
５
３
０
７
‐
０
６
８
３
へ

（
電
話
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

文
化
・
交
流
課
窓
口
で
も
受
付
）

 

文
化
・
交
流
課

 
住
民
税
（
特
別
区
民
税
・

都
民
税
）
電
話
相
談

　

納
期
内
に
納
付
が
で
き
な

い
、納
め
忘
れ
た
税
金
が
あ
る
、

分
割
で
納
付
し
た
い
な
ど
、
住

民
税
の
納
付
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
 
　

月
※
１
日
�
・
※
７
日

１２

�
・
※　

日
�
、　

年
１
月　

１１

１６

２０

日
�
・　

日
�
の
午
後
５
時
〜

２９

８
時
（　

月
７
日
は
午
前
９
時

１２

　

分
〜
午
後
４
時　

分
） 

・

３０

３０

 

納
税
課
へ 

※
の
日
は
住
民

税
の
納
付
も
で
き
ま
す

高
齢
者
入
居
支
援
制
度

　

高
齢
に
よ
り
区
内
の
賃
貸
住

宅
の
入
居
を
拒
ま
れ
た
り
、
保

証
人
が
見
つ
か
ら
な
い
方
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。
四
つ
の
サ

ー
ビ
ス
（
表
１
）
が
あ
り
、
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

の
三
つ
の
コ
ー
ス
（
表
２
）
か

ら
一
つ
を
選
び
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
ま
ず
住
宅
課
で

高
齢
者
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん
の

申
請
を
し
て
、
決
定
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
物
件
に
よ

っ
て
は
こ
の
制
度
を
使
え
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
 

区
内
在
住
の　

歳
以
上
の

６５

申
問

時

申

問

他

対

単
身
世
帯
ま
た
は　

歳
以
上
の

６５

者
を
含
む　

歳
以
上
の
世
帯

６０

 

・ 

住
宅
課
へ

介
護
保
険
施
設
で
の
食

費
の
減
額

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
入

所
・
入
院
し
て
い
る
場
合
、
食

費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

一
日
の
負
担
額
（
標
準
負
担

額
）
は
七
八
〇
円
で
す
が
、
所

得
な
ど
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま

す
。（
右
下
表
）

　

該
当
す
る
方
は
、
事
前
に
申

請
し
て
、
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

申

問

（
減
額
は
申
請
さ
れ
た
月
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
）。

　
 

介
護
保
険
課
給
付
係

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

ょ
う

　

第
四
回
区
議
会
定
例
会
は
、

　

月　

日
�
か
ら
開
会
す
る
予

１１

２５

定
で
す
。
定
員
の
範
囲
内
で
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
 

当
日
、
直
接
区
議
会
事
務

局
（
区
役
所
中
棟
三
階
）
へ 

区
議
会
事
務
局 

手
話
通
訳
を

希
望
す
る
方
は
、
希
望
日
の
四

日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い 問申

問

他

〈食費の自己負担額〉
自己負担額
（１日あたり）区　　　　分

５００円�世帯全員の区民税
が非課税

減額
３００円��に該当し、かつ

老齢福祉年金受給者

７８０円��以外の世帯

〈表１　サービス内容〉
内　　　　　　　　容サービス名

入居契約や更新の際に、入居者と民間保証会社で
保証委託契約することにより、滞納した家賃や残
存家財撤去費用等を一時的に立て替えます。保証
期間＝２年間。更新ごとに保証料が必要。利用者
負担金＝（月額家賃＋共益費等）×３０％

�家賃等債務
　保証

週1回の訪問電話または訪問により安否確認を
行います。利用者負担金はありません（住宅課で
申し込み）

�見守りサー
　ビス

亡くなった場合、葬儀の実施から遺骨の保管まで
を行います。利用者預託金＝７万円（杉並区社会
福祉協議会�５３０６‐１０１０で申し込み）

�葬儀の実施

退去後の居室内の残存家財等を撤去し、処分しま
す。利用者預託金＝５万円（杉並区社会福祉協議
会で申し込み）

�残存家財等
　撤去

※�の最低保証料は１万２０００円です。�の安否確認は区の助成金で実
施します。安否確認以外のサービスは利用者の負担になります。�
と�は利用者預託金と助成金で実施します。また、利用者預託金は
利用しなかった場合返還されます。

〈表２　サービスのコース〉
サービスの内容コース

�家賃等債務保証＋�見守
りサービスＡ

�家賃等債務保証＋�見守
りサービス＋�葬儀の実施Ｂ

�見守りサービス＋�葬儀
の実施＋�残存家財等撤去Ｃ

証明書自動交付機の
臨時休止

　１１月３０日�、業務の都合によ
り、区内すべての自動交付機が
臨時休止します。

 区民課証明係問

区役所地下駐車場の

臨時休場

　 １１月３０日� 休場理
由＝電気設備点検のため
 経理課庁舎管理係

時 内

問

南伊豆健康学園

16年度入園児童募集1 6年度入園児童募集
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１５（２００３）年１１月２１日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ富士学園ホテル・コニファ
ーいわびつ

湯　の　里
「杉菜（すぎな）」新施設名称

（杉並区立弓ケ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称
５８１９‐５５１２

（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日
を除く）

３２６３‐１５９０
（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日
を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８
時、年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８
時、年中無休）

電話番号
（受付時
間）

申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス
区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

キャンペーン中
に つ き、通 常
７０００円のところ
３/３１まで５０００円
（１２/２９～１/３
を除く）

６４００円７６００円８０００円７６００円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
税
抜
き
）

６０００円５７００円５３００円子ども

３/２１までの金
～日曜は５５００円
（１２/２６～１/４
を除く）

８６００円９０００円８６００円大　人休
前
日 ７０００円６７００円６３００円子ども

利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金に対して、区民（区内
在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用されます
（消費税は宿泊補助前の宿泊料金に対してかかります）。また、利用日の１週間前からの
変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日
（注）１．区からの宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害

者手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入
してください。（お持ちいただけない時は、宿泊補助は適用されません。また、払い戻しは
いたしません）。２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用
されます。３．宿泊の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信を
します。なお、近畿日本ツーリスト区役所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節に
より宿泊料金が上記と異なる日があります。詳細については申込先にお問い合わせくだ
さい。（富士学園・弓ケ浜クラブは、学校優先使用のためご利用いただけない日もありま
す）５．各施設のパンフレットは区役所、区民事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、
区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

１月８日

１月の利用申し込み
　研修使用日以外は、１２月１０日から使
用日の前日まで、電話または区役所内
窓口で受け付けます。なお、１２月１０日は
電話のみの受付（受付順）となります。 
　予約の取れた方には使用承認書をお
送りします。この承認書は忘れずに現
地施設にご持参ください。利用料金な
どは現地施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円
年末年始（１２
月２９日～１月
３日）
大　人５４００円
子ども３７００円

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿日本
ツーリスト区役所内
店まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５
‐１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道
○４３ 

写
真
家　

星
川
ひ
ろ
子

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

▲八の字

�
事
業
者
環
境
活
動
補
助 

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
環
境
活

動
を
支
援
し
ま
す

　

区
で
は
、
自
主
的
に
環
境
活

動
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支

援
と
し
て
、
環
境
活
動
評
価
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

　

）
へ
の
参
加
に
対
す
る
補
助

２１を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
環
境

省
が
推
進
す
る
簡
易
な
環
境
管

理
シ
ス
テ
ム
で
、
業
種
・
事
業

規
模
を
問
わ
ず
、
広
く
参
加
で

き
る
も
の
で
す
。

　
 

対
象
者
＝
区
内
に
事
業
所

対

を
有
す
る
中
小
企
業
者
▽
対
象

事
業
＝　

年
度
中
の
環
境
活
動

１５

評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン　

」（
タ
イ
プ
�
）
へ
の

２１

参
加 

補
助
対
象
経
費
＝
�
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
指
導
に

要
す
る
経
費
�
事
務
費
な
ど

▽
補
助
額
＝
補
助
対
象
経
費
の

内

範
囲
内
と
し
、
一
事
業
者
あ
た

り
五
万
円
を
上
限
と
す
る 

環

境
課
で
配
布
す
る
補
助
金
交
付

申
請
書
と
添
付
書
類
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）を
、

　

年
度
末
ま
で
に
環
境
課
（
区

１５役
所
西
棟
七
階
）
へ
持
参 

環

境
課
計
画
係

申問

 
★
り
ん
ご
風
呂

　

公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
記
念

し
て
、
区
内
の
各
公
衆
浴
場
で

は
、
り
ん
ご
風
呂
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
当
日
は
お
楽
し
み

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
４
時
〜

１１

３０

終
業
ま
で 

区
内
の
各
公
衆
浴

場 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

都

公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支
部
・
石

原
�
３
３
３
４
‐
８
４
０
２（
正

午
以
降
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

tt

p
://s
e
n
to
u
.jp

★
杉
並
都
税
事
務
所
・
休
日
窓

口
の
開
設

　
 
　

月
６
日
�
・
７
日
�
・

１２

　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

２０

� �

時

場

申

問

時

 

杉
並
都
税
事
務
所
（
成
田
東

５
―　

―　

） 

自
動
車
税
や

３９

１１

固
定
資
産
税
な
ど
の
都
税
納
付

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
事

務
所
�
３
３
９
３
‐
１
１
８
２

 

納
税
通
知
書
な
ど
納
税
内
容

の
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い

場

内

申

問

他

　

お
金
の
か
か
ら
な
い
明
る
い

選
挙
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

　

政
治
家
（
立
候
補
予
定
者
を

含
む
）
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
名

義
で
あ
っ
て
も
寄
附
を
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
寄
附
と
は
、
金

銭
や
物
品
、
そ
の
他
の
財
産
上

の
利
益
を
供
与
す
る
こ
と
を
言

い
、
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝

儀
な
ど
を
含
み
ま
す
。

　

政
治
家
が
自
ら
出
席
し
、
そ

の
場
で
出
す
結
婚
披
露
宴
の
祝

儀
お
よ
び
葬
式
の
香
典
以
外
の

も
の
は
、
罰
則
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
政
治
家
が
忘
年
会
や

新
年
会
な
ど
に
寸
志
や
酒
な
ど

を
差
し
入
れ
る
こ
と
、
政
治
家

の
親
族
や
秘
書
な
ど
が
、
政
治

家
の
名
義
を
使
っ
て
同
様
の
行

為
を
す
る
こ
と
も
、
罰
則
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

◇
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
に
対
し
て
、
選
挙
区

内
に
あ
る
者
に
寄
附
を
出
す
よ

う
に
勧
誘
や
要
求
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、

年
賀
状
・
寒
中
見
舞
な
ど
の
あ

い
さ
つ
状（
電
報
な
ど
も
含
む
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問

明
る
い
選
挙
を
め
ざ
し
て

明
る
い
選
挙
を
め
ざ
し
て

　   ホテル・コニファーいわびつ

　 忘・新年会プランで
　　　　　　　　 楽しい宴会を
　【期間】１６年２月２９日まで【料金】大人１名７３００円（１泊
２食付・１０名から）【申込み・問合せ】ホテル・コニファーい
わびつ�０２７９‐６８‐５３３８【その他】宴会の鍋物を選べま
す。なお、区民の方には宿泊補助が適用されますので、左
表をご覧ください

八
の
あ
る
塀
の
そ
ば
を
通
っ
た
私
は
目

を
疑
っ
た
。
黄
土
色
だ
っ
た
塀
が
ペ
ン

キ
で
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
で
は

な
い
か
…
も
ち
ろ
ん
八
の
釘
も
。
お
願

い
し
た
は
ず
な
の
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ま
は

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
の
だ
。
あ
わ
て

た
私
は
、
ペ
ン
キ
や
さ
ん
に
一
升
瓶
を

差
し
出
し
、頼
ん
だ
。「
す
み
ま
せ
ん
。こ

の
釘
を
中
心
に
、
五
〇
セ
ン
チ
四
方
だ

け
元
の
色
に
戻
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

で
し
ょ
う
か
。
明
日
の
午
前
中
だ
け
で

い
い
で
す
か
ら
」
と
。

　

家
に
飛
び
帰
っ
た
私
は
、
区
の
便
利

帳
に
載
っ
て
い
る
保
育
園
に
、
片
っ
端

か
ら
電
話
を
掛
け
ま
く
り
運
良
く
カ
タ

ツ
ム
リ
を
飼
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ

け
た
。
お
借
り
し
て
来
た
も
の
の
、
困

っ
た
こ
と
に
冬
場
の
カ
タ
ツ
ム
リ
は
乾

燥
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
殻
に
幕
を
張

り
寝
て
い
た
の
だ
。手
荒
い
方
法
だ
が
、

霧
吹
き
に
入
れ
た
お
湯
を
浴
び
せ
目
覚

め
て
も
ら
い
、
何
と
か
一
件
落
着
と
な

っ
た
。
こ
う
し
て
四
苦
八
苦
の
末
に

『
１
、
２
、
３
と
一
、
二
、
三
』（
福
音

館
書
店
）
は
編
ま
れ
た
。

　

私
は
こ
の
写
真
絵
本
づ
く
り
で
、
改

め
て
視
点
を
変
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
な
る 
想 
い
を
駆

お
も

り
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

束
ね
る
リ
ン
グ
が
開
い
た
と
こ
ろ
。
４

は
竹
馬
。
５
は
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
、
さ
ら

に
難
題
が
ふ
り
か
か
る
こ
と
な
ど
考
え

も
せ
ず
に
…
。

　

今
に
も
雪
が
降
り
出
し
そ
う
な
日
だ

っ
た
。「
星
川
さ
ん
、
二
の
字
二
の
字
の

 
下  
駄 
の
跡
っ
て
い
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

げ 

た

か
、
絵
本
は
算
用
数
字
だ
け
で
は
で
き

な
い
の
で
、
ど
う
で
す
か
、
ア
ウ
ト
ド

ア
で
漢
数
字
を
探
し
て
み
た
ら
？
」
と

編
集
者
さ
ん
。私
は
こ
と
ば
を
失
っ
た
。

算
用
数
字
だ
っ
て
ま
だ 
揃 
っ
て
な
い
の

そ
ろ

に
…
家
に
帰
っ
て
次
男
や
夫
に
そ
の
話

を
す
る
と
、
二
人
は
あ
き
れ
た
よ
う
に

言
っ
た
。「
そ
ん
な
の
、
一
生
か
か
っ
た

っ
て
見
つ
か
ら
な
い
よ
！
」。

　

数
日
後
、
気
を
取
り
戻
し
た
私
は
、

漢
数
字
探
し
を
始
め
た
。
今
度
の
フ
ィ

ー
ル
ド
は
近
所
だ
。
最
初
に
見
つ
か
っ

た
の
は
八
。
板
塀
に
打
た
れ
た
二
本
の

 
釘 
が 
錆 
び
、
逆
さ
ま
だ
が
い
い
具
合
に

く
ぎ 

さ

八
を
描
い
て
い
る
。
私
は
そ
の
部
分
を

フ
レ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
撮
影
し
た
後
、

快
く
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
ば
あ
ち

ゃ
ま
に
お
願
い
し
た
。「
梅
雨
時
に
な
っ

た
ら
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
探
し
て
、
こ
の

塀
を 
這 
っ
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
も
う

は

一
度
撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
。

　

暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
三
回
目
の
個
展
に
、
偶

然
同
じ
出
版
社
の
二
人
の
編
集
者
さ
ん

が
、
絵
本
を
作
ら
な
い
か
と
訪
れ
た
。

写
真
絵
本
な
ど
考
え
て
も
み
な
か
っ
た

が
、
一
冊
目
は
さ
ほ
ど
苦
労
も
な
く
、

モ
ノ
の
顔
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
喜
怒

哀
楽
を
集
め
た
『
だ
れ
の
か
お
？
』（
福

音
館
書
店
）
が
で
き
た
。
し
か
し
二
冊

目
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
。
写
真

だ
け
を
使
い
、
文
字
の
な
い
絵
本
が
で

き
な
い
か
…
悩
ん
だ
あ
げ
く
、
写
真
そ

の
も
の
を
文
字
に
し
た
ら
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
。

　

私
は
、
次
男
が
以
前
通
っ
て
い
た
保

育
園
に
協
力
を
お
願
い
し
て
、
園
児
の

生
活
で
出
会
え
る
モ
ノ
の
中
に
算
用
数

字
を
探
し
始
め
た
。
１
は
歯
ブ
ラ
シ
。

２
は
傘
の
柄
と
ひ
も
。
３
は
カ
ー
ド
を
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急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１‐１５９９

�３３９８‐５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

東京都保健医療情報センターひまわり   �５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター  �３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９
日曜・祝日：午前９時～午後５時【歯　科】

平日：午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

土曜日：午後１時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

◆１２月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１１・１８日
午前９時～１０時３０分

２・１６日
午前９時～１０時３０分

２・１６日
午前９時～１０時３０分

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

８日
午後１時１５分～２時

２４日
午前９時～１０時

２５日
午前１０時～１０時３０分

５日
午後１時１５分～３時

１２日
午前９時１５分～１０時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

４・１１・１８・２４日１・８・２２日３・１０・１７・２４日
母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１０・１７日、高円寺保健センターの８日・上井草保健センターの１１日は

午後１時～、上井草保健センターの２４日は午前９時３０分～）
１５日（事前申込制）１７日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時～）

１８日
午後１時３０分～３時

１８日午前１０時３０分～
１１時３０分

１２日午後１時３０分～
３時３０分

４日
午前１０時３０分～正午

３日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

８日午後１時１５分～２時３０分
１５日午前９時～１０時３０分　

１０日午後１時１５分～２時３０分
２４日午前９時～１０時３０分

９・１６日
午前９時～１０時３０分

１・１５日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１３日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

４日午後１時３０分～４日午後１時３０分～２６日午後１時３０分～４・１８日午後１時３０分～
２５日午前９時３０分～

３日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約
１８日

午後１時３０分～
２２日

午後１時３０分～
５・１２日

午後１時３０分～
１８日午後１時３０分～
２４日午後２時～精神保健相談（無料）…電話予約

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。２．高円寺保健セ
ンターでは１９日�午後１時３０分から酒害相談（無料）も行います（要電話予約）。３．歯科相談は、各保健センターで行っています（要電話予約）。

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万２７６４人（１１８減）
　男　／２４万８３４３人（８１減）
　女　／２６万４４２１人（３７減）
世帯／２７万５６４７　（２８減）

外
国
人
登
録

人口／１万１４７８人（８２増）
　男　／　　５７４４人（４２増）
　女　／　　５７３４人（４０増）
世帯／　　９２９４　（９５増）

１５年１１月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万４２４２人（３６減）

女
性
の
人
権
の
尊
重
・

擁
護

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

「
女
性
だ
か
ら
…
」
と
い
っ
た

固
定
的
な
考
え
は
、
家
庭
や
職

場
で
の
男
女
差
別
を
生
む
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、
職
場
な
ど

で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
が
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

区
は
、
現
在
「
男
女
共
同
参

画
社
会
を
め
ざ
す
杉
並
区
行
動

計
画
」
を
検
討
中
で
す
。
新
し

い
計
画
で
も
、
男
女
の
自
立
と

人
権
の
尊
重
を
目
標
に
掲
げ
る

予
定
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
性
別

に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　

子
ど
も
た
ち
の
間
で
の
「
い

じ
め
」
や
保
護
者
な
ど
か
ら
の

児
童
虐
待
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
お
け
る
児
童
ポ
ル
ノ

の
は
ん
ら
ん
な
ど
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
人
権
問
題
は
深
刻
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

心
身
の
発
達
段
階
に
受
け
た

心
の
傷
は
、
子
ど
も
の
将
来
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、

時
に
は
生
命
そ
の
も
の
さ
え
奪

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

区
で
は
、
人
権
教
育
や
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
普
及
・
啓
発

な
ど
様
々
な
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
様
子
が
い

つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
り
、
い

じ
め
や
児
童
虐
待
が
わ
か
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
次
の
相
談
窓

口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
い
じ
め
・
不
登
校
電
話
相
談

＝
済
美
教
育
研
究
所
�
３
３
１

７
‐
１
１
８
９
・
１
１
９
０

▽
子
ど
も
と
家
庭
の
総
合
相
談

＝
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
・
ゆ
う
ラ
イ
ン
�
３
３
９
３
‐

４
７
１
１

高
齢
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う

　

豊
か
な
高
齢
社
会
の
実
現
の

た
め
に
は
、
高
齢
者
が
経
験
や

技
術
を
い
か
し
活
躍
で
き
る
ま

ち
、
介
護
な
ど
が
必
要
に
な
っ

て
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
ま
ち
に
す
る
と
と
も

に
、
だ
れ
も
が
人
と
し
て
の
尊

厳
を
保
ち
、
そ
の
人
ら
し
く
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
や
地
域
で
高
齢
者
を
疎

外
し
て
い
な
い
か
、
自
分
が
高

齢
に
な
っ
た
と
き
ど
の
よ
う
に

接
し
て
ほ
し
い
か
、
改
め
て
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

障
害
の
あ
る
人
の
完
全

参
加
と
平
等
の
実
現

　

国
は
、「
障
害
の
あ
る
人
も
地

域
の
中
で
と
も
に
普
通
の
暮
ら

し
が
で
き
る
社
会
に
」
を
理
念

と
し
て
、
様
々
な
障
害
者
施
策

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
障
害
の
あ
る
人
に

と
っ
て
、
道
路
や
交
通
機
関
、

建
物
な
ど
の
施
設
は
、
十
分
に

安
全
で
快
適
で
は
な
く
、
日
常

生
活
に
お
け
る
障
壁（
バ
リ
ア
）

は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
職
な
ど
の
社
会

参
加
も
、
い
ま
だ
難
し
い
と
い

う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
へ
の
参
加
が
保
障
さ
れ
る

社
会
で
あ
る
た
め
に
は
、
よ
り

深
く
障
害
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
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��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������

��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������

��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
																																																		



















































��������������������������������������������������
��������������������������������������������������

人
権
は
、
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
、
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

等
し
く
も
っ
て
い
る
、
だ
れ
か
ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
権
利
で
す
。
し
か
し
、
人
種
・
信
条
・

性
別
・
社
会
的
身
分
・
門
地
な
ど
に
よ
っ
て
不
当
な
差
別
を
受
け
、
苦
し
ん
で
い
る
方
々
が
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
人
権
を
取
り
巻
く
現
実
を
知
り
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
へ
。

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　

部
落
差
別
問
題（
同
和
問
題
）

は
、
封
建
時
代
の
身
分
制
度
や

人
々
の
意
識
に
よ
る
差
別
が
、

今
も
な
お
様
々
な
形
で
現
わ
れ

て
い
る
重
大
な
社
会
問
題
で

す
。
被
差
別
部
落（
同
和
地
区
）

の
出
身
者
と
い
う
だ
け
で
、
結

婚
・
就
職
で
の
不
当
な
差
別
、

ま
た
、
悪
質
な
落
書
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
の
基
本

的
人
権
の
侵
害
な
ど
、
様
々
な

差
別
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
へ
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
持
ち
、
国
民
全
体
の

課
題
と
し
て
差
別
の
解
消
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

外
国
人
も
地
域
の
一
員

　

杉
並
区
に
は
、
一
万
人
を
超

え
る
外
国
人
が
住
ん
で
い
ま

す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に

は
、
言
語
、
宗
教
、
生
活
習
慣

の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
入
店
拒

否
や
入
居
差
別
、
就
労
差
別
な

ど
様
々
な
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て

い
る
人
が
い
ま
す
。

　

日
常
の
交
流
を
通
じ
、
お
互

い
を
理
解
し
、
地
域
で
生
活
す

る
一
員
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪

用
し
た
人
権
侵
害

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

伴
い
、
そ
の
匿
名
性
、
情
報
発

信
の
容
易
さ
か
ら
、
差
別
を
助

長
す
る
表
現
や
有
害
な
情
報
の

掲
載
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
名
誉
に
関
す
る
正
し

い
理
解
を
深
め
、
人
権
侵
害
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

 
拉  
致 
問
題
の
早
期
解
決
を

ら 

ち

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致

事
件
は
、
世
界
中
が 
震  
撼 
し
ま

し
ん 
か
ん

し
た
。
拉
致
は
、
許
さ
れ
な
い

行
為
で
あ
り
、
重
大
な
人
権
侵

害
で
す
。
区
は
、
こ
う
し
た
問

題
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
ま
た
一
刻
も
早
い
解
決
を

強
く
望
み
ま
す
。

〈人権擁護委員〉
電話番号氏名（住所）

５２１１‐７３６１安部　陽一郎（南荻窪）

３３１３‐５２９８荒木　三紀子（和泉）

３３５５‐０２５１上野　伊知郎（松ノ木）

３３１１‐０７７４小野　忠（松ノ木）

３３１２‐２５３２久保田　惠政（堀ノ内）

５３４７‐２０７０近藤　昭子（成田東）

３３９４‐９６６８白石　光征（下井草）

３５３５‐４７５４宮田　桂子（荻窪）

３３１６‐０７０１高橋　裕子（阿佐谷南）※

５９３２‐５４４１林　　伸子（上井草）

３３１２‐６７６８林　　由紀子（和田）

３３３１‐３０３１森村　智惠子（宮前）

３３９３‐４４５０柳澤　純子（荻窪）
※は、子どもの人権専門委員です。

◆
人
権
週
間
の
催
し
◆

◇
講
演
と
映
画
の
集
い

　
 
　

月
９
日
�
午
後
１
時

１２

　

分
〜
４
時　

分 

江
戸
川

３０

２０

区
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
（
江

戸
川
区
船
堀
４
―
１
―
１
）

 

�
映
画
「
夢
の
約
束
」
�

講
演
「
し
あ
わ
せ
な
時
間
」

（
洋
画
家
・
城
戸
真
亜
子
）

 

無
料

◇
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
映
画
の

集
い

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時

１２

１２

　

分
〜
４
時　

分 

福
生
市

３０

２０

民
会
館
（
福
生
市
福
生
２
４

時

場

内費
時

場

５
５
） 

�
映
画
「
陽
だ
ま

り
の
家
」
�
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

（
歌
手
・
新
垣
勉
） 

無
料

☆

　
 

当
日
、直
接
会
場
へ（
先

着
順
） 

都
総
務
局
人
権
部

�
５
３
８
８
‐
２
５
８
８

◇
人
権
パ
ネ
ル
展

　

小
・
中
学
生
の
人
権
作
文

や
絵
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
 
　

月
８
日
�
〜　

日
�

１２

１２

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た

だ
し
、　

日
は
午
後
３
時
ま

１２

で
） 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

区

政
相
談
課 内

費

申

問

時
場

申

問

� � � �

�東京法務局の人
権相談
・人権全般に関する
相談＝�５２１３‐１３７０
・子どもの１１０番＝
�５２１３‐１３７２
・女性のホットライ
ン＝�５２１３‐１３６９

　人権擁護委員に
お気軽にご相談く
ださい。（左表）

人権問題の
相談窓口

���������������


